
　明治40年頃より植樹され始めた柴田町の桜。
今では、船岡城址公園内に1,300本を超える
桜が咲き誇っています。
　公園内の桜の多くを占めるソメイヨシノに加
え、近年は早咲きのおかめ桜や、遅咲きの大
山桜などを植樹し、４月中は桜を楽しむことが
できます。

船岡城址公園の“桜”

町村会のうごき
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道
の
駅
お
お
さ
と
の
産
直
コ
ー
ナ
ー
は
、
い

つ
で
も
新
鮮
な
野
菜
が
並
び
、
町
内
外
の
お

客
様
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
り
、
家
族
で
食
事
を
す
る
機
会
も
増
え

た
今
、
楽
し
い
食
卓
づ
く
り
の一助
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
人

気
メ
ニュ
ー
の
「
濃
厚
！ 

み
そ
や
さ
い
ラ
ー
メ

ン
」
は
、
地
元
野
菜
が
ふ
ん
だ
ん
に
入
っ
た
飽

き
の
こ
な
い
美
味
し
さ
で
、
連
日
通
う
フ
ァ
ン

も
い
る
ほ
ど
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
パ
ス
ト
ラ
ル
縁
の
郷
は
、
宿
泊
し
な
が
ら
農

大
郷
町

 

県
内
21
町
村
か
ら
お
伝
え
し
ま
す

道
の
駅
お
お
さ
と
・
パ
ス
ト
ラ
ル
縁
の
郷

　
〜
新
鮮
野
菜
で
健
康
と
癒
し
を
〜

　任意共済保険の加入者の方が退職される場合、退職継続加
入へ移行することができ、生命保険、医療保険ともに７５歳6ヶ
月まで加入を続けることができます。また、現職の時と同様、
剰余金の還付もございます。

◎退職加入者への移行手続
　団体の担当者を通じ「退職者継続加入通知書兼預金口座振替依頼書」
をご提出ください。
　移行は、来年の１月１日からとなります。そのため本年は、現在の契約
を継続する必要がありますので、退職日翌月から12月までの掛金を一括
前払いしていただくことになります。

◎退職加入者移行後の手続き
　退職者ご本人様と日本生命事務代行会社との直接手続きになります。
１　更新手続書類 ： 自宅へ直接送付（毎年１０月初旬頃）
　　※保険料は年払で、毎年１月下旬に口座引落となります。
２　加入者証 ： 自宅へ直接送付（毎年２月頃）
３　控除証明書 ： 自宅へ直接送付（１０月下旬頃）
４　住所変更、保険金（給付金）の請求など、事務手続きに関しては、
　専用のコールセンターに直接連絡となります。

全国町村等職員任意共済保険
～退職となる加入者皆様へ～

町村通信

道の駅おおさと

道の駅おおさと・産直コーナー

パストラル縁の郷

写真・文　提供／柴田町

業
体
験
が
で
き
る
施
設
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン

最
呂
部
居
屋
（
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
）
で
は
、
季
節

ご
と
の
メ
ニュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
自

然
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
日
常
を
離
れ
た
贅
沢

な
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。
日
々

の
ス
ト
レ
ス
を
癒
し
、
明
日
か
ら
の
活
力
を

充
電
で
き
る
施
設
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
方

に
満
足
い
た
だ
け
る
施
設
運
営
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、一度
、ご
家
族
連
れ
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
拠
点
施
設
な
ど
に
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳しいお問い合わせは、団体担当者または下記までご連絡ください。
宮城県町村会事業推進課　TEL 022‒221‒9203

町村会の予定

15～16日　新規採用職員研修 ①班
20～21日　新規採用職員研修 ②班
22～23日　新規採用職員研修 ③班

3月

4 月
＊本会主催の行事等はありません。

え
に
し

さ 

と
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自
治
功
労
者
表
彰

地
域
の
振
興
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
１
０
８
名
に
表
彰
伝
達

　

県
町
村
会
は
、令
和
２
年
度
の
自
治
功
労
者
１
０
８
名
を
決
定
し
、

　

２
月
10
日
、県
自
治
会
館
に
お
い
て
自
治
功
労
者
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

町
村
会
日
誌

宮城県町村会のうごき

　

１
月
28
日
、県
市
長
会
と
の
連
名
に
よ
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
緊
急
要
望
」
に
つ
い
て
、県
に
要
請

を
し
ま
し
た
。

　

要
望
は
、ワ
ク
チ
ン
の
接
種
開
始
に
向
け

て
の
準
備
や
県
民
へ
の
周
知
な
ど
５
項
目

＝
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
経
費
の
全
額
国
費
負

担
、②
情
報
共
有
の
徹
底
、③
県
の
積
極
的

な
事
業
推
進
、④
ワ
ク
チ
ン
供
給
体
制
の
確

立
、⑤
医
療
機
関
等
の
連
携
に
つ
い
て
求
め

た
も
の
で
す
。
当
日
は
市
長
会
、町
村
会
の

会
長
・
副
会
長
が
出
席
し
、市
町
村
の
現
状

と
課
題
な
ど
を
伝
え
、県
の
理
解
と
協
力
に

つ
い
て
要
請
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
・
緊
急
要
望

　

１
月
24
日
、県
自
治
会
館
な
ど
を
会
場
に

市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
を
実
施
し
ま

し
た
。
試
験
は
市
町
村
な
ど
か
ら
委
託
を

受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、当
日
は
１
市
11

町
村
１
組
合
の
募
集
に
対
し
、あ
わ
せ
て
86

名
が
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

市
町
村
職
員
採
用
試
験 

　

２
月
10
日
、県
自
治
会
館
に
お
い
て
令
和

２
年
度
第
３
回
町
村
長
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

席
上
、令
和
２
年
度 

県
町
村
会
一
般
会

計
歳
入
歳
出
補
正
予
算
、令
和
２
年
度 

全

国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
宮
城
県
支
部

歳
入
歳
出
補
正
予
算
に
つ
い
て
、原
案
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、令
和
３
年
度

の
事
業
・
予
算
に
つ
い
て
、①
県
町
村
会
事

業
計
画
、②
県
町
村
会
一
般
会
計
歳
入
歳
出

予
算
、③
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済
事
業
特

別
会
計
収
支
予
算
、④
全
国
町
村
職
員
生
活

協
同
組
合
宮
城
県
支
部
歳
入
歳
出
予
算
な

ど
を
審
議
、決
定
し
ま
し
た
。

町
村
長
会
議

受賞者代表
（左から）井上勝美様、青柳久美子様、齋藤誠司様、佐藤孝行様、佐藤仁会長

令和３年度の事業・予算などを審議、決定しました。

　

１
月
13
日
、県
庁
に
お
い
て
「
ス
ト
ッ

プ
！ 

コ
ロ
ナ
差
別
」共
同
宣
言
が
行
わ
れ
、

佐
藤
仁
会
長
（
南
三
陸
町
長
）
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

宣
言
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
や
そ
の
家
族
、医
療
従
事
者
な
ど
へ
の
い

わ
れ
の
な
い
差
別
や
偏
見
を
な
く
そ
う
と
、

行
政
、医
療
、教
育
な
ど
関
係
28
団
体
の
連

名
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、県
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
が

報
告
さ
れ
、佐
藤
会
長
か
ら
は
現
場
に
お
け

る
医
療
従
事
者
へ
の
理
解
や
敬
意
、病
床
に

あ
る
方
々
へ
の
寄
り
添
い
な
ど
に
つ
い
て

発
言
を
し
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者
表
彰
は
、
町
村
の
業
務
に

励
ま
れ
て
地
域
の
振
興
、
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
顕
著
な
方
を
本
会
が
た
た
え
る

も
の
で
、
令
和
２
年
度
は
町
村
、一
部
事
務

組
合
の
職
員
あ
わ
せ
て
１
０
８
名
（
左
記
名

簿
）が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
受
賞
者
代
表
の
佐
藤
孝

行 

川
崎
町
（
前
）
副
町
長
を
は
じ
め
齋
藤

ス
ト
ッ
プ
！ 

コ
ロ
ナ
差
別 

共
同
宣
言

佐藤会長（右端）から誰もが感染のリスクにさらされている
ことなどを発言しました。

表彰を受ける佐藤孝行様（左）、
佐藤仁会長（右）

自治功労者表彰式
あいさつに立つ佐藤仁会長

佐野県副知事（中央）に要望書を手渡す県市長会、
県町村会の正副会長。

１
月

▼ 

８ 

日　

正
副
会
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
13
日　

ス
ト
ッ
プ
！
コ
ロ
ナ
差
別 

共
同
宣
言

（
県
庁
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
24
日　

市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
（
県
自
治

会
館
ほ
か
）

▼
28
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
緊
急
要
望（
県
市
長
会
・

県
町
村
会
合
同
）（
県
庁
）

▼
28
日　

全
国
町
村
会
理
事
会（
テ
レ
ビ
会
議
）

佐
藤
会
長
出
席

２
月

▼
３
日　

宮
城
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
認
定
委
員
会
（
県
自
治

会
館
）

▼
10
日　

正
副
会
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
10
日　

自
治
功
労
者
表
彰
式（
県
自
治
会
館
）

▼
10
日　

町
村
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
17
日　

宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（
県
自
治
会
館
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
22
日　

災
害
見
舞
金 ─

 

山
元
町
に
贈
呈

▼
25
日　

正
副
会
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
25
日　

宮
城
県
市
町
村
非
常
勤
消
防
団
員
補

償
報
償
組
合
議
会
（
県
自
治
会
館
）

誠
司 

丸
森
町
災
害
廃
棄
物
対
策
室
廃
棄

物
対
策
班
長
、
青
柳
久
美
子 

利
府
町
子

ど
も
支
援
課
子
ど
も
支
援
班
長
、
井
上
勝

美 

色
麻
町
町
民
生
活
課
長
の
４
名
が
出
席

さ
れ
、
佐
藤
仁
会
長
（
南
三
陸
町
長
）か
ら

表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
式
の
席

上
、
佐
野
県
副
知
事
、
大
橋
県
町
村
議
会

議
長
会
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

副
町
村
長
・
教
育
長

●
副
町
長
（
川
崎
町
）（
前
）
佐
藤
孝
行

●
教
育
長
（
七
ヶ
浜
町
）
武
田
光
彦
（
大

和
町
）
上
野
忠
弘

医
師
・
一
般
職
員

●
医
師
（
涌
谷
町
）
大
西
律
人

●
一
般
職
員
（
蔵
王
町
）
村
上
千
賀
子
、

松
田
利
宣
、
吉
野
ゆ
か
り
、
佐
藤
幸
子
、

我
妻
寛
子
、（
七
ヶ
宿
町
）
小
野
雅
彦
、

木
村
美
幸
、
髙
橋
博
美
、
安
藤
友
幸
、
小

掠
政
光
、（
大
河
原
町
）
前
元
純
子
、
蜂

谷
朋
香
、（
村
田
町
）
三
浦
純
、
鈴
木
千

鶴
子
、（
柴
田
町
）
菅
野
恵
美
子
、
小
林

威
仁
、我
妻
隆
史
、工
藤
昌
之
、天
野
敬
、

岡
本
久
美
、（
川
崎
町
）
髙
橋
和
也
、
太

田
大
介
、（
丸
森
町
）
目
黒
淳
一
、
齋
藤

誠
司
、
佐
藤
秀
樹
、
岩
倉
ひ
ろ
み
、（
亘

理
町
）
齋
藤
彰
、
丸
子
城
、
丸
子
純
子
、

齋
藤
真
由
美
、
岩
佐
英
貴
、
富
田
文
博
、

太
田
幸
子
、
小
野
徹
、
松
山
芳
明
、（
山

元
町
）齋
藤
剛
、大
石
知
也
、木
村
知
行
、

鴫
原
明
子
、（
松
島
町
）
櫻
井
和
也
、
岩

渕
茂
樹
、
髙
橋
浩
司
、
早
川
和
恵
、
土

井
有
紀
、（
七
ヶ
浜
町
）
佐
藤
愛
、
佐
々

木
千
佐
実
、小
野
和
子
、米
本
哲
也
、（
利

府
町
）
青
柳
久
美
子
、
岩
田
和
子
、
小
畑

貴
信
、
島
津
恵
子
、
関
本
祐
子
、
志
賀
玲

子
、（
大
和
町
）
相
澤
路
子
、
青
木
明
子
、

星
裕
美
子
、
千
田
と
も
子
、
佐
藤
修
、
相

澤
敏
晴
、（
大
郷
町
）
鈴
木
昭
子
、（
大
衡

村
）
浅
沼
み
ど
り
、
浅
野
め
ぐ
み
、
石
垣

真
妃
、（
色
麻
町
）本
田
恵
里
、井
上
勝
美
、

髙
橋
康
起
、
藤
原
貴
、
今
野
稔
、
熊
谷
美

和
子
、（
加
美
町
）工
藤
美
和
、佐
々
木
智
、

佐
々
木
正
浩
、
橋
本
幸
文
、
齊
藤
篤
、
今

野
歓
大
、（
涌
谷
町
）
金
山
み
ど
り
、
阿

部
雅
裕
、
小
嶋
弘
和
、
高
橋
洋
一
、
佐

藤
康
弘
、
小
髙
秋
子
、
山
内
由
美
子
、

今
野
美
樹
、
小
松
美
香
、
伊
藤
敏
夫
、

畑
岡
幸
子
、（
美
里
町
）
野
田
浩
司
、
伊

藤
博
人
、
高
橋
ひ
ろ
み
、
阿
部
晃
、
永

田
美
奈
、
千
葉
京
子
、
吉
川
由
江
、
佐

藤
美
幸
、赤
坂
恵
美
子
、佐
藤
裕
美
、（
女

川
町
）
千
葉
泰
広
、
櫻
井
政
徳
、
千
葉

英
貴
、（
南
三
陸
町
）
宮
川
舞
、
氏
家
ひ

と
み
、（
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
）
小

原
忠
、（
加
美
郡
保
健
医
療
福
祉
行
政

事
務
組
合
）
小
川
ま
す
え　
　
　
　
　

＊
掲
載
に
あ
た
り
敬
称
は
略
し
て
い
ま
す
。

受
賞
者
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自
治
功
労
者
表
彰

地
域
の
振
興
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
１
０
８
名
に
表
彰
伝
達

　

県
町
村
会
は
、令
和
２
年
度
の
自
治
功
労
者
１
０
８
名
を
決
定
し
、

　

２
月
10
日
、県
自
治
会
館
に
お
い
て
自
治
功
労
者
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

町
村
会
日
誌

宮城県町村会のうごき

　

１
月
28
日
、県
市
長
会
と
の
連
名
に
よ
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
緊
急
要
望
」
に
つ
い
て
、県
に
要
請

を
し
ま
し
た
。

　

要
望
は
、ワ
ク
チ
ン
の
接
種
開
始
に
向
け

て
の
準
備
や
県
民
へ
の
周
知
な
ど
５
項
目

＝
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
経
費
の
全
額
国
費
負

担
、②
情
報
共
有
の
徹
底
、③
県
の
積
極
的

な
事
業
推
進
、④
ワ
ク
チ
ン
供
給
体
制
の
確

立
、⑤
医
療
機
関
等
の
連
携
に
つ
い
て
求
め

た
も
の
で
す
。
当
日
は
市
長
会
、町
村
会
の

会
長
・
副
会
長
が
出
席
し
、市
町
村
の
現
状

と
課
題
な
ど
を
伝
え
、県
の
理
解
と
協
力
に

つ
い
て
要
請
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
・
緊
急
要
望

　

１
月
24
日
、県
自
治
会
館
な
ど
を
会
場
に

市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
を
実
施
し
ま

し
た
。
試
験
は
市
町
村
な
ど
か
ら
委
託
を

受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、当
日
は
１
市
11

町
村
１
組
合
の
募
集
に
対
し
、あ
わ
せ
て
86

名
が
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

市
町
村
職
員
採
用
試
験 

　

２
月
10
日
、県
自
治
会
館
に
お
い
て
令
和

２
年
度
第
３
回
町
村
長
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

席
上
、令
和
２
年
度 

県
町
村
会
一
般
会

計
歳
入
歳
出
補
正
予
算
、令
和
２
年
度 

全

国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
宮
城
県
支
部

歳
入
歳
出
補
正
予
算
に
つ
い
て
、原
案
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、令
和
３
年
度

の
事
業
・
予
算
に
つ
い
て
、①
県
町
村
会
事

業
計
画
、②
県
町
村
会
一
般
会
計
歳
入
歳
出

予
算
、③
県
町
村
会
公
有
物
件
共
済
事
業
特

別
会
計
収
支
予
算
、④
全
国
町
村
職
員
生
活

協
同
組
合
宮
城
県
支
部
歳
入
歳
出
予
算
な

ど
を
審
議
、決
定
し
ま
し
た
。

町
村
長
会
議

受賞者代表
（左から）井上勝美様、青柳久美子様、齋藤誠司様、佐藤孝行様、佐藤仁会長

令和３年度の事業・予算などを審議、決定しました。

　

１
月
13
日
、県
庁
に
お
い
て
「
ス
ト
ッ

プ
！ 

コ
ロ
ナ
差
別
」共
同
宣
言
が
行
わ
れ
、

佐
藤
仁
会
長
（
南
三
陸
町
長
）
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

宣
言
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
や
そ
の
家
族
、医
療
従
事
者
な
ど
へ
の
い

わ
れ
の
な
い
差
別
や
偏
見
を
な
く
そ
う
と
、

行
政
、医
療
、教
育
な
ど
関
係
28
団
体
の
連

名
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、県
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
が

報
告
さ
れ
、佐
藤
会
長
か
ら
は
現
場
に
お
け

る
医
療
従
事
者
へ
の
理
解
や
敬
意
、病
床
に

あ
る
方
々
へ
の
寄
り
添
い
な
ど
に
つ
い
て

発
言
を
し
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者
表
彰
は
、
町
村
の
業
務
に

励
ま
れ
て
地
域
の
振
興
、
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
顕
著
な
方
を
本
会
が
た
た
え
る

も
の
で
、
令
和
２
年
度
は
町
村
、一
部
事
務

組
合
の
職
員
あ
わ
せ
て
１
０
８
名
（
左
記
名

簿
）が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
受
賞
者
代
表
の
佐
藤
孝

行 

川
崎
町
（
前
）
副
町
長
を
は
じ
め
齋
藤

ス
ト
ッ
プ
！ 

コ
ロ
ナ
差
別 

共
同
宣
言

佐藤会長（右端）から誰もが感染のリスクにさらされている
ことなどを発言しました。

表彰を受ける佐藤孝行様（左）、
佐藤仁会長（右）

自治功労者表彰式
あいさつに立つ佐藤仁会長

佐野県副知事（中央）に要望書を手渡す県市長会、
県町村会の正副会長。

１
月

▼ 

８ 

日　

正
副
会
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
13
日　

ス
ト
ッ
プ
！
コ
ロ
ナ
差
別 

共
同
宣
言

（
県
庁
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
24
日　

市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
（
県
自
治

会
館
ほ
か
）

▼
28
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
緊
急
要
望（
県
市
長
会
・

県
町
村
会
合
同
）（
県
庁
）

▼
28
日　

全
国
町
村
会
理
事
会（
テ
レ
ビ
会
議
）

佐
藤
会
長
出
席

２
月

▼
３
日　

宮
城
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
認
定
委
員
会
（
県
自
治

会
館
）

▼
10
日　

正
副
会
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
10
日　

自
治
功
労
者
表
彰
式（
県
自
治
会
館
）

▼
10
日　

町
村
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
17
日　

宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（
県
自
治
会
館
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
22
日　

災
害
見
舞
金 ─

 

山
元
町
に
贈
呈

▼
25
日　

正
副
会
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
25
日　

宮
城
県
市
町
村
非
常
勤
消
防
団
員
補

償
報
償
組
合
議
会
（
県
自
治
会
館
）

誠
司 

丸
森
町
災
害
廃
棄
物
対
策
室
廃
棄

物
対
策
班
長
、
青
柳
久
美
子 

利
府
町
子

ど
も
支
援
課
子
ど
も
支
援
班
長
、
井
上
勝

美 

色
麻
町
町
民
生
活
課
長
の
４
名
が
出
席

さ
れ
、
佐
藤
仁
会
長
（
南
三
陸
町
長
）か
ら

表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
式
の
席

上
、
佐
野
県
副
知
事
、
大
橋
県
町
村
議
会

議
長
会
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

副
町
村
長
・
教
育
長

●
副
町
長
（
川
崎
町
）（
前
）
佐
藤
孝
行

●
教
育
長
（
七
ヶ
浜
町
）
武
田
光
彦
（
大

和
町
）
上
野
忠
弘

医
師
・
一
般
職
員

●
医
師
（
涌
谷
町
）
大
西
律
人

●
一
般
職
員
（
蔵
王
町
）
村
上
千
賀
子
、

松
田
利
宣
、
吉
野
ゆ
か
り
、
佐
藤
幸
子
、

我
妻
寛
子
、（
七
ヶ
宿
町
）
小
野
雅
彦
、

木
村
美
幸
、
髙
橋
博
美
、
安
藤
友
幸
、
小

掠
政
光
、（
大
河
原
町
）
前
元
純
子
、
蜂

谷
朋
香
、（
村
田
町
）
三
浦
純
、
鈴
木
千

鶴
子
、（
柴
田
町
）
菅
野
恵
美
子
、
小
林

威
仁
、我
妻
隆
史
、工
藤
昌
之
、天
野
敬
、

岡
本
久
美
、（
川
崎
町
）
髙
橋
和
也
、
太

田
大
介
、（
丸
森
町
）
目
黒
淳
一
、
齋
藤

誠
司
、
佐
藤
秀
樹
、
岩
倉
ひ
ろ
み
、（
亘

理
町
）
齋
藤
彰
、
丸
子
城
、
丸
子
純
子
、

齋
藤
真
由
美
、
岩
佐
英
貴
、
富
田
文
博
、

太
田
幸
子
、
小
野
徹
、
松
山
芳
明
、（
山

元
町
）齋
藤
剛
、大
石
知
也
、木
村
知
行
、

鴫
原
明
子
、（
松
島
町
）
櫻
井
和
也
、
岩

渕
茂
樹
、
髙
橋
浩
司
、
早
川
和
恵
、
土

井
有
紀
、（
七
ヶ
浜
町
）
佐
藤
愛
、
佐
々

木
千
佐
実
、小
野
和
子
、米
本
哲
也
、（
利

府
町
）
青
柳
久
美
子
、
岩
田
和
子
、
小
畑

貴
信
、
島
津
恵
子
、
関
本
祐
子
、
志
賀
玲

子
、（
大
和
町
）
相
澤
路
子
、
青
木
明
子
、

星
裕
美
子
、
千
田
と
も
子
、
佐
藤
修
、
相

澤
敏
晴
、（
大
郷
町
）
鈴
木
昭
子
、（
大
衡

村
）
浅
沼
み
ど
り
、
浅
野
め
ぐ
み
、
石
垣

真
妃
、（
色
麻
町
）本
田
恵
里
、井
上
勝
美
、

髙
橋
康
起
、
藤
原
貴
、
今
野
稔
、
熊
谷
美

和
子
、（
加
美
町
）工
藤
美
和
、佐
々
木
智
、

佐
々
木
正
浩
、
橋
本
幸
文
、
齊
藤
篤
、
今

野
歓
大
、（
涌
谷
町
）
金
山
み
ど
り
、
阿

部
雅
裕
、
小
嶋
弘
和
、
高
橋
洋
一
、
佐

藤
康
弘
、
小
髙
秋
子
、
山
内
由
美
子
、

今
野
美
樹
、
小
松
美
香
、
伊
藤
敏
夫
、

畑
岡
幸
子
、（
美
里
町
）
野
田
浩
司
、
伊

藤
博
人
、
高
橋
ひ
ろ
み
、
阿
部
晃
、
永

田
美
奈
、
千
葉
京
子
、
吉
川
由
江
、
佐

藤
美
幸
、赤
坂
恵
美
子
、佐
藤
裕
美
、（
女

川
町
）
千
葉
泰
広
、
櫻
井
政
徳
、
千
葉

英
貴
、（
南
三
陸
町
）
宮
川
舞
、
氏
家
ひ

と
み
、（
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
）
小

原
忠
、（
加
美
郡
保
健
医
療
福
祉
行
政

事
務
組
合
）
小
川
ま
す
え　
　
　
　
　

＊
掲
載
に
あ
た
り
敬
称
は
略
し
て
い
ま
す
。

受
賞
者



　明治40年頃より植樹され始めた柴田町の桜。
今では、船岡城址公園内に1,300本を超える
桜が咲き誇っています。
　公園内の桜の多くを占めるソメイヨシノに加
え、近年は早咲きのおかめ桜や、遅咲きの大
山桜などを植樹し、４月中は桜を楽しむことが
できます。

船岡城址公園の“桜”

町村会のうごき

共済事業アレコレ

町村通信21 ～大郷町～
道の駅おおさと・パストラル縁の郷
　～新鮮野菜で健康と癒しを～
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町村会だより

共 済 事 業 ア レ コ レ

　

道
の
駅
お
お
さ
と
の
産
直
コ
ー
ナ
ー
は
、
い

つ
で
も
新
鮮
な
野
菜
が
並
び
、
町
内
外
の
お

客
様
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
り
、
家
族
で
食
事
を
す
る
機
会
も
増
え

た
今
、
楽
し
い
食
卓
づ
く
り
の一助
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
人

気
メ
ニュ
ー
の
「
濃
厚
！ 

み
そ
や
さ
い
ラ
ー
メ

ン
」
は
、
地
元
野
菜
が
ふ
ん
だ
ん
に
入
っ
た
飽

き
の
こ
な
い
美
味
し
さ
で
、
連
日
通
う
フ
ァ
ン

も
い
る
ほ
ど
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
パ
ス
ト
ラ
ル
縁
の
郷
は
、
宿
泊
し
な
が
ら
農

大
郷
町

 

県
内
21
町
村
か
ら
お
伝
え
し
ま
す

道
の
駅
お
お
さ
と
・
パ
ス
ト
ラ
ル
縁
の
郷

　
〜
新
鮮
野
菜
で
健
康
と
癒
し
を
〜

　任意共済保険の加入者の方が退職される場合、退職継続加
入へ移行することができ、生命保険、医療保険ともに７５歳6ヶ
月まで加入を続けることができます。また、現職の時と同様、
剰余金の還付もございます。

◎退職加入者への移行手続
　団体の担当者を通じ「退職者継続加入通知書兼預金口座振替依頼書」
をご提出ください。
　移行は、来年の１月１日からとなります。そのため本年は、現在の契約
を継続する必要がありますので、退職日翌月から12月までの掛金を一括
前払いしていただくことになります。

◎退職加入者移行後の手続き
　退職者ご本人様と日本生命事務代行会社との直接手続きになります。
１　更新手続書類 ： 自宅へ直接送付（毎年１０月初旬頃）
　　※保険料は年払で、毎年１月下旬に口座引落となります。
２　加入者証 ： 自宅へ直接送付（毎年２月頃）
３　控除証明書 ： 自宅へ直接送付（１０月下旬頃）
４　住所変更、保険金（給付金）の請求など、事務手続きに関しては、
　専用のコールセンターに直接連絡となります。

全国町村等職員任意共済保険
～退職となる加入者皆様へ～

町村通信

道の駅おおさと

道の駅おおさと・産直コーナー

パストラル縁の郷

写真・文　提供／柴田町

業
体
験
が
で
き
る
施
設
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン

最
呂
部
居
屋
（
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
）
で
は
、
季
節

ご
と
の
メ
ニュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
自

然
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
日
常
を
離
れ
た
贅
沢

な
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。
日
々

の
ス
ト
レ
ス
を
癒
し
、
明
日
か
ら
の
活
力
を

充
電
で
き
る
施
設
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
方

に
満
足
い
た
だ
け
る
施
設
運
営
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、一度
、ご
家
族
連
れ
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
拠
点
施
設
な
ど
に
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳しいお問い合わせは、団体担当者または下記までご連絡ください。
宮城県町村会事業推進課　TEL 022‒221‒9203

町村会の予定

15～16日　新規採用職員研修 ①班
20～21日　新規採用職員研修 ②班
22～23日　新規採用職員研修 ③班

3月

4 月
＊本会主催の行事等はありません。

え
に
し

さ 

と


